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塩竈アフタースクール事業（わくわく遊び隊）について 

 

１．塩竈アフタースクール事業（わくわく遊び隊）の内容 

小学校において、運動要素を取り入れたレクリエーション活動及び体験型学習活動を行い、

放課後に安心・安全な子どもの居場所をつくります。このため、平成２８年度に玉川小学校で

開催されたわくわく遊び隊をモデルとして、市内他校へ拡大を図りました。 

 

２．経過 

 平成２７年１１月に開催された総合教育会議において、スポーツ推進委員から、「地域の方々

が児童の指導サポーターになり、小学生がもっと気軽にスポーツなどができる環境を作ってあ

げられないか」との意見がありました。その後、スポーツ推進委員、塩釜市体育協会、塩釜Ｆ

Ｃの主体的な取組と玉川小学校の協力のもと、平成２８年６月から同校を実施場所としてわく

わく遊び隊が開始されました。教育委員会生涯学習課が事務局として参画しました。 

 

３．玉川小学校わくわく遊び隊アンケート調査から 

 玉川小学校では、平成２８年度に２２回実施し、全日程終了後に参加児童及び保護者へアン

ケート調査を行い、次のような回答が寄せられました。 

（１）参加児童アンケート調査 

ア．自由記載 

 ・いろいろな種目があるから来年も入りたい。 

  ・わくわく遊び隊に入っていろいろなことが上手になった。 

  ・いろんな人と運動ができてよかった。 

（２）保護者アンケート調査 

ア．生活習慣の変化はありましたか 

  ・起床時刻について 早起きになった５％ 変わらない９５％ 

  ・食生活について 食欲がよくなった２６％ 変わらない７４％ 

  ・就寝について 早く寝るようになった１８％ 変わらない７９％ 遅くなった３％ 

 イ．どのような成長が見られましたか 

  ・身体が丈夫になった３０％ ・何事にも前向きになった７％ 

 ・精神的に強くなった５％  ・手伝いをするようになった５％ 

 ・はっきり言えるようになった４％ ・その他１６％ ・変わらない３３％ 

 ウ．自由記載 

  ・家にいるとゲームばかりしているので、体を使った遊びをしてもらえることが嬉しかっ

た。 

 ・習い事で何か一つのことをやる前に、いろいろな事にチャレンジできるのが、わくわく

遊び隊の良いところだと思いました。 

  ・放課後学校内での活動のため、毎回の送迎が必要なく保護者の方も安心して参加させる

ことができる。 

 エ．次年度もわくわく遊び隊に参加させたいですか 

  ・参加させたい １００％ 

 

 



2 

 

４．平成２９年度開講状況 

（１）学校別開講状況一覧表 別紙 

   ・学校別に運営委員会を組織し、各校ＰＴＡ役員が参画しました。 

   ・地域にゆかりの指導講師、指導支援員が参画しました。 

（２）わくわく遊び隊活動状況写真 

 【一小 タグラグビー】            【二小 マット運動でブリッジ】   

 
 【三小 サーキット方式で跳び箱、平均台】   【月見ケ丘小 ミニハードル】   

 
 【杉の入小 サーキット方式でドリブル、跳び箱】 【玉川小 タグラグビー】  

 
 

 

 

 

 

 

 


